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原油安が三重県内経済の産出価格に与える影響 

 

平 成 2 7 年 5 月 

三重県戦略企画部 統計課 
 
（要旨） 
 

☞ 原油相場（WTI）は本年 5 月中頃で 60 ドル/バレル台に戻しつつあるものの、昨年夏までの水準

に比べると、低い水準で推移しています。  

☞ 原油価格下落⇒輸入物価下落⇒投入物価下落⇒企業収益改善⇒設備投資増加と波及します。  

☞ 50％の原油価格下落が三重県内経済の産出価格に与える価格波及の影響を、産業連関表を使

って分析します。業種別では、変化率の高い順に鉱業▲4.5％、化学製品▲4.0％、漁業▲3.6％、

電力・ガス・熱供給▲3.3％、運輸▲2.1％となりました。  

 
 

1 ．原油価格は2014年（平成26年）半ば以降に急落 

2014年（平成26年）以降の国際商品市場における最大の出来事は、原油価格の急落になります。原油価格の世界

的な指標の一つとなるWTIは、2014年（平成26年）6月20日に107.95ドル/バレルを記録したものの、その後の下落

基調は止まるところを知らず、年が改まった2015年（平成27年）3月17日には43.39ドル/バレルまで大きく落ち込み

ました。簡単に言うなら、原油価格は、この10か月足らずの間に約6割下落したことになります（図1）。 

※リーマン・ショックのあった2008年（平成20年）には、わずか半年で約8割下落しています。 

 
 

West Texas Intermediate（WTI)
アメリカのテキサス州で産出される超軽質原油であり、北米の原油価格の指標となっ

ている。ニューヨーク・マーカンタイル取引所の先物価格。1バレルは約159リットル
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図 1 原油相場（WTI）の推移
（米ドル／バレル）

（出所） 米エネルギー情報局（EIA) （日次）






